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研究者として仕事を始めて30年の年月が過ぎた｡物事に対

する考え方は､年齢によってあるいは置かれている立場によっていくらか変化するもので

ある｡若いときには (筆者は今も若いと思っているが)､自分にも厳 しく､学生にも厳しく

接 してきたが､年を経るに連れて学生にだけ厳 しくなり､自分自身への厳 しさは失いつつ

ある｡学会での立場も種々の研究会やら委員会の貴任者を務めるようになり､もっぱら論

文を書いていたのが､国内 ･国外の学会の論文審査を極めてしばしばせねばならないよう

になった｡忙 しさの種類と意味は異なるかもしれないが､近年は特に学外の仕事で忙 しい

日常となっている｡平成14年には､2月､3月､5月､6月､9月､11月と計 6回の外国

出張に出た｡学会での仕事以外は､あちこち見学することもなく､静かに現地での生活を

楽しむことが多い｡

このように書 くと､単に年を取っただけのように感 じられるかもしれないが､そうでは

なくて､これらは年齢によって物事に対する考え方や感 じ方が変化するという例である｡

研究についても､同じことが言えると思う｡若いときには､基礎的な研究､すなわち反応

機構や原理､規則性を見出すような研究が中心であったが､現在はこれまでに蓄積 してき

た研究の成果や経験がどうすれば実社会の工業分野に役立てることができるかということ

に考え方が移りつつある｡基礎研究の成果が研究だけにとどまらずに､工業プロセスとし

て利用されること､実社会の工業分野に利用されることこそが工学の使命ではないかと思

う｡経済産業省､NEDOや科学技術振興事業団などの予算申請は､近年､実用化できるか

どうかが申請された研究テーマが採択されるか否かの重要な判断基準となっている｡

工学には､基礎研究と応用研究のバランスのよい両立が望ましいのであり､筆者が現在

感じている工学の使命はそこにあるということである｡

終わりに､卒業生のみなさまのご健勝とご活躍を心から願うものである｡
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研究開発の原点

関西大学工学部化学工学科 教授

竹 原 善一郎

私が大学の教官 となった昭和30年代後半に､同じ世代の企

業の技術者の10名前後で研究会をもち､電池やそれに用いる

材料に関 して意見交換を行った経験がある｡そこでは当時不

可能と考えられていた､負極にリチウムを用いる電池の開発

に対 して議論を闘わした｡その時の2人のメンバーによって昭和48年に世界で最初に従来

の電池の2倍の3Vの起電力を持つリチウム電池が発明され､昭和50年代に入って実用に

なった｡ 1つは正極に二酸化マンガン､他の 1つはフッ化黒鉛を用いる電池で､その後の

30年を経た現在尚最高の性能を示す一次電池として生産されている0

同窓生皆様方の参考になればと思い､それらの発明の経緯を説明しよう｡

現在用いられている二酸化マンガンと亜鉛を用いる一次電池は約150年前にルクランシェ

により発明された｡二酸化マンガン表面から4価のマンガンが2価に還元され､溶けなが

ら放電する｡溶解促進にはH十イオンが重要な役割を果たし､強酸性だと亜鉛などの構成材

料の負極が問題となるため､解離 してH+イオンを放出､亜鉛の溶解を抑える塩化アンモニ

ウムと塩化亜鉛の混合水溶液が用いられてきた｡このような反応では､二酸化マンガンの

結晶構造が電池反応へ与える影響は少なく､安価な天然産の二酸化マンガンが用いられて

きた,)私は予ねてから､電池の活物質には電解液に不溶性で固相内拡散過程で反応が進む

ものを選ぶのが理想的である｡二酸化マンガンはアルカリ水溶液に不溶性で､4価のマン

ガンが3価､2価へと還元されて電子が移動 し､結晶構造中をH+イオンが挿入､移動 して

放電が進む｡粒子の形状に変化がなく､Mn02はMnOOH､Mn(OH)2へと変化する｡天然産

の二酸化マンガン中でのH+イオンの拡散は維 しく､アルカリ水溶液中では用いにくい｡硫

酸マンガン水溶液の電解酸化により合成 した含水層状のγ-Mn02をアルカリ水溶液中で用

いることにより､飛躍的に電池性能が向上 した｡水の中ではH+イオンは水を飛び石伝いに

して移動するので､結晶水中でのH十イオンの拡散速度が大きくなり､層状をとることによ

り､拡散はさらに容易となる｡これが昭和40年代に入って実用になったアルカリマンガン

乾電池で､値段は高いが高性能マンガン乾電池として実用されている｡

二酸化マンガンの結晶格子内の水の存在は､H+イオンの拡散を促進するが､Li+イオンの

拡散を抑える｡そこで､A社の技術者は､γ-MnOzを350℃で熟処理 し､γ-MnOZの構造

を維持 した状態で脱水 しリチウム電池に適する二酸化マンガンを合成 した｡理づめな追求

により開発に成功 した｡

フッ素は黒鉛陽極を用い､フッ化物溶融塩の電気分解で合成される｡このとき､黒鉛上

にフッ化黒鉛が生成すると､電極は絶縁体となり､さらに電解液との濡れ性 も低下 し､電

気分解の継続が不可能となる｡これを陽極効果とよび､電気分解を続けるには､フッ化黒

鉛の生成を避ける対策が重要とされていた｡電解液が水溶液から有機系の非水溶液に代わ

ったことにより､界面の濡れ性が変化 し､また､放電によって黒鉛結晶の層間にLi+イオン

が挿入されるが､分解 し､炭素とフッ化 リチウムに変化 し､電子導伝体となるためまさか

と思われた物質が優れた電極材料として機能することとなった｡フッ化黒鉛は､黒鉛とフ



ッ素とを600℃程度の温度で反応させて生成する層状構造の白色の粉末で､B社の技術者は､

これに導伝性の炭素材料を混合 し､正極とした｡電気化学反応を進める物質として不可能

と考えられ､研究の対象外と考えられていた物質をとりあげ､可能としたものである｡前

者は′ト柴さんの研究と､後者は田中さんの研究と研究開発の発想がそれぞれ昨年のノーベ

ル賞受賞者の研究に似ている点興味深い｡

これらのリチウム電池は､充放電の可逆性に乏しく､二次電池化のための研究が続けら

れた｡そのためには､我が国のC社の技術者による平成 3年のリチウムイオン電池の発明

まで､さらに20数年の歳月が必要であった｡現在､自動車の動力源として､低廉､大型化

へ向けての開発研究が続けられている｡40数年前に固体結晶内の可逆的な拡散機構で反応

が進む活物質を見出すことにより､新しい高性能電池開発の可能性があると主張した私の

考え方が現在尚立証されつつあることは喜ばしい限りである｡

研究室便 り

はじめまして､そして､宜 しく

機能物質工学研究室

三 宅 孝 典

化学会社から転職 してきた三宅が担当する､2002年4月に

新設された研究室です｡化学工学科二人目の三宅ということ

で名前を呼ぶのがややこしくなり､先生方はじめ皆さんには

御迷惑をおかけしています｡本研究室では､特異な機能を持

った新 しい無機物質を合成することを目指しています｡昨今では､既存の化合物に何らか

の添加物を加えるとか､合成方法を少 し変えるといったような方法では､社会にインパク

トを与えるユニークなものは提供できないので､研究例がないかあっても少ない領域で研

究を進めることを基本にしていますO今検討を始めたテーマは､次の3つに分類されます｡

【マンガン化合物の合成と機能評価】

ゼオライト類似のミクロ細孔を有するマンガン化合物の合成と数十ナノメー トルのメソ

細孔を有するマンガン化合物の合成を行っています｡これらの特異な構造に起因する新 し

い機能を見つけます｡

【ナノメートルサイズのAg微粒子の調製と酸素活性化能の評価】

通常のAgは､食器や装飾に用いられるように空気中で不活性ですが､微粒子化すると抗

菌作用を示したりします.原子状あるいは数ナノメー トルの大きさのAg微粒子に未知の機

能を期待 しています｡

【酸素導電性の高い固体電解質の探索】

高温作動燃料電池は､酸素イオンを伝導させるために約1000℃の高温を必要とします｡

作動温度を下げることができれば､燃料電池に使用する材料を安価なものに代えることが

できるため､800℃以下で作動できる固体電解質を探索しています｡

2003年度からは､これらに加えマイクロリアクターを利用 した無機物合成や有機一無機

ハイブリッド材の研究も始める予定です｡伝統ある化学工学科の更なる発展に少しでも貢

献できるように頑張っていきたいと思いますので宜しくお願いします0
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第 1回関西大学工学部化学工学科卒業生との座談会

日 時 :平成)4年3月23日 (土)14:00-15:30

場 所 :関西大学工学部2号館研究棟5F 化学工学科共同第 1研究室

参加者 :

卒業生-･砂村梅晴(67年卒･技術コンサルタント会社)､坂本一郎(79年卒･大阪ガス)､立花

椎(89年修 ･松下電子部品)､村岡利紀(92年修 ･川崎重工業)､石川純代 (93年

卒･堀場製作所)､新井太(94年修･松村石油研究所)､中塚雅也(96年修 ･弁理士)

教 員-･室山勝彦教授､′J､田贋和教授､伊与木茂樹助教授､佐野誠専任講師

在学生･-清田 昌宏､櫛田 明広､島村 卓宏､中谷 幸恵､二井内 寛､松井 亮

議 事 録

開会の挨拶 (小田教授) :自己紹介および趣旨説明

○日本技術者教育認定機構 (JABEE)と卒業生との座談会の関連について説明がある｡

日本技術者教育認定制度とは､大学など高等教育機関で実施されている技術者教育プ

ログラムが､社会の要求水準を満たしているかどうかを外部機関が公平に評価 し､要

求水準を満たしている教育プログラムを認定する専門認定 (ProfessionalAccreditation)

制度です｡日本技術者教育認定機構 (JABEE:JapanAccreditationBoardfor

EngineeringEducation/ 設立 1999年11月19日)は､技術系学協会と密接に連携 しな

がら技術者教育プログラムの審査 ･認定を行う非政府団体です｡本学科もJABEE認定

を受けるべ く､関西大学化学技術者養成プログラム検討委員会を設置 し､検討 してお

ります｡

4千数百人の卒業生を大学 (学科)の1つのパワーとして生かしていきたい｡

この懇談会を卒業生が大学や学科及び学生に期待することなどに関する意見の聴取の

場としたい｡

OJABEEの内容説明 (室山教授)-･資料配付

本学科でのJABEE対応の経緯について

一昨年に内部審査に向けて資料 (自己点検書)等を整え､昨年に内部審査を受ける｡

学生による授業評価､教員間での評価､業績評価等については現行されており､今後

は外部評価を導入する予定 (本年度外部評価を執行)0

OJABEEに対する卒業生の意見

●ISOとの類似性が指摘された｡

●技術者認定プログラムISO17025があり､JABEEと非常によく似ており参考になる｡

●JABEEは理想が高い｡理想と現実とのギャップがあるのではないか｡

●技術士と技能士の中間の資格の認定に向けて経済産業省に申請する動きがあり､こ

れらとJABEE (卒業すると技術士補の資格が与えられる)との関わりについての指

摘があった｡

(社)日本機械設計工業会が主催 している機械設計技術者試験や厚生労働省が行なって

いる機械及びプラント配管製図技能士に関する情報を提供戴いた｡

●企業の昇級昇進に対する資格要件や評価等との類似性や関わりについての話があった｡



●学部教育において学生の育成計画などが抜けていないだろうか､育成計画と言った

ものを導入してはどうかとの指摘があった｡

●ITを利用 し､目標､評価等の情報を広 く公開して､他大学との差別化や宣伝に利用

できないのかとの指摘があった｡

●他大学と差別化できるものとして､目標を設定する必要がある｡

●プログラムの継続的執行に問題のない目標設定をするべきである｡

●JABEEだけでは不十分で､基本的な教育に対する取 り組み姿勢が必要ではないか｡

●専門教育と技術者としてのtoolbox(専門分野以外の多様な能力)を広げる教育の両

方が必要ではないか｡

●社会のニーズは多様であり､専門だけでない多様な能力を要求されるのが日常であ

る｡したがって､多様な分野で役立つ問題解決のための思考力を身につけるのが大

学ではないのか｡

○企業側 (卒業生)の化学 (化学工学)に対する意識

●部署には化学の知識を必要とするものがあり､化学工学に対する認識はある｡

●就職の人気投票として学科が選ばれている向きは昔からあるが､対応する場所が企

業にある限り化学に関する重要度が下がるわけではない｡

●社会のニーズと学科が対応しているのか､対応した研究内容を選んでいく必要がある｡

研究のキーワー ド: 環境 ･エネルギーなど

○企業側 (卒業生)の関西大学の評価

●関西大学卒業生の評価は､従来は良い評価を受けていた｡(現在は関わることが少な

いのでコメントできない)

●弁理士間では､関大はプレゼンテーション及びコミュニケーション能力があると評

価されており､特徴としてアピールできる重要な因子である｡

>大学には､プレゼンテーションおよびコミュニケーション能力を養成する講義が

現在開講されている｡

>創造力や問題解決能力に問題があるのではないか｡

○大学院教育について (学部 ･大学院の一貫教育を志向している)

●ベース教育を十分行う必要がある｡

○産学協力体制について

●近年急速に躍進する大学として立命館大学の場合を例に挙げ､本学との状況を対比

し､本学が劣っている点について指摘があった｡(立命館 :学外講師としてOB企業

人を多く導入している､学外との交流が活発､学会活動が活発 (学生の参加)､資格

等の取得に対する支援が充実している等)

●OBによる企業説明会を催 している｡OBとの交流を活発化することは､OBの仕事に

も役立つ｡

●卒業生に対するサポート体制のシステム化ができていない｡

>制度化することが望ましい｡

●大阪TLOが昨年より発足､担当者の数を比較すると､阪大 (8)､関大 (1)､大工

大? (2)であり､期待の中心が阪大にある｡

○在学生からの就職に関する質問に対するOBからの返答

●就職活動では､専門性よりも多様な要求に対応 し問題解決できるフレキシビリティ

ーを要求される｡

●自主的､積極的､等プラス思考が好まれる｡

教員>学生の積極的且つ自主的活動を期待 したい｡

○卒業生に学外モニターおよびアドバイザーとしてのご協力をお願いする｡
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学生生活を振 り返って

資源循環工学研究室

熊 野 崇 史

六年前の四月から始まった大学生活は､私にとって非常に

大きなものを残 してくれたと思いますO私は入学 してすぐに

サークルに入 り､バイトを始めました｡時間が全然足 りない

ほど忙 しい毎日で した｡今になって思い返すとそれも楽 しい

思い出ですが､その当時は与えられた仕事をこなすこと､限

られた時間の中でそれなりの結果を出すことばか り考えていました｡その後､三回生の冬

にサークルもバイトも辞めることにしました｡その理由は習得単位数が危なかったことも

ありますが､ただなんとなく楽 しいだけで大学生活を終わらせていいのかと疑問に思った

からです｡四回生の特別研究では､高校 までとは違ってはっきりとした目的を持って勉強

をすることの楽 しさを知りました｡自分が大学でやりたかったことの輪郭がようやく見え

てきた､そんな気持ちがしました｡

学生生活ではしっかり勉強をして､社会に出たときに通用する知識や技術を身に付ける

ことも大切ですが､サークルやバイトを積極的に行うことも同じくらい大切であると私は

思います｡大学生活を自分らしく､ほかの人とは違 うものにするためには､ただ与えられ

た勉強をするだけではなく､いろいろなことに兆戟することも大切であり､そこで得たも

のは今後どこかで必ず役に立つと信 じているからです｡

この六年間､私はいろいろな経験をして､いろいろな人に出会い､自分らしい学生生活を送

ることができたと感じていますO少し遠回りした感はありますが､いままで嫌々やってきた勉強

も特別研究を通じてはじめて意味のあるものと気が付くこともできました｡まだまだ学生の間に

やり残したことや後悔していることはたくさんあります｡でも､そういった気持ちもいい思い出と

して振り返ることができるように､これからがんばっていきたいと思います｡

最後に､勉強で遅れた分を取 り戻 したい､興味をもった研究を続けていきたいという理

由で文句もいわず大学院まで進学させてくれた両親と､芝田教授をはじめ様々なことを教

えてくれた先生方､そして一緒に遊んだり､ときには迷惑をかけたり､いままで私を支え

てくれた友人達に心から感謝します｡
.)

了

反応研での生活を振 り返って

反応システム工学研究室

藤 田 昌 寛

反応研は､個人的にとても過ごし易い研究室だったように

思う｡大まかに ｢気泡塔｣､｢材料｣､｢生物｣という大きな三

つのグループに分かれており､さらに個人個人に-テーマが



与えられる｡他の研究室の状況はあまり知らないが､反応研ではかなり自主性に任せ られ

ていたという感がある｡あれをしろ､これをしなさい､ということがほとんどなく､同じ

テーマの学部生と院生が､かなり自由な発想でいろいろ研究､実験を進めていて､私個人

もかなり自由にいろいろなことを､満足のいくまで試すことができた0

少なくとも､私の在籍 した三年間の反応研では和気あいあいとして､今年はアフターに

希望者でフットサルをして､研究以外でも多くの者が同じ時間を共有でき､楽 しい思い出

が多い｡昼時には､院生などは先生や一部の学部生も含めて大群で生協-押 し寄せ昼食を

共にするなど､この研究室ならではの縛の探さと言えると思う｡

｢生物｣班は､特に細菌を扱う研究であることから､深夜寝泊まりで行うこともあり､夜

中でも灯の絶えない日の多い研究室だった｡私の場合は､無理に夜中に実験を行う必要は

なかったが､深夜に実験する人とも談笑 しながら疲れや眠気を紛らせたりして､昼となく

夜となく実験､研究してきたことが､今では良い思い出になっている0

私は比較的､個性や主張の強い人間で､変に頑固だったり､また気まぐれなところもあ

り､いろいろな意味で同じ研究室の仲間には迷惑をかけてきた｡片付けが苦手で､集中し

だすと他のことが全 く目に入らず､多くの備品も不注意で壊 したりもした｡先生方や ドク

ターの堀河さん､Ml生や学部生のみんなにも研究やそれ以外でもお世話になったし､感

謝しているが､特に同級生として出会い､共に過ごしてきた加藤君､郡君､加田君､中井

君､松岡君の五人には､より多く迷惑をかけたお詫びと､また力になってくれたことへの

感謝の気持ちを､この場を借 りて表したい｡

教 室 だ よ り

竹原善一郎先生 ご退職
竹原善一郎教授が､平成15年3月末日をもってご定年退職されます｡平成 9年4月に着

任され､エネルギー化学工学研究室を主宰､化学英語速読法､物理化学 Ⅲ､電気化学､無

機化学､エネルギー変換工学､エネルギー化学工学持論などの講義 ･演習科目を担当され､

六年間にわたって学部学生や大学院生の教育やリチウムイオン二次電池や燃料電池の研究

に多大な貢献をされてきました｡心より感謝申し上げます｡尚､先生には来年度 も､非常

勤講師としてご教鞭頂きます｡

三宅孝典先生 ご着任
三宅孝典教授が､平成14年4月よりご着任されました｡機能物質工学研究室を主宰され､

化学英語速読法､外国音詩読 札 物理化学演習､化学工学特別講義 Ⅰなどの講義 ･演習科

目を担当されます｡
I

q編 集 後 記 {

第9回同窓会報をお届けします｡

巻頭言を学科長の芝田年次教授にお願いしました｡ご退職に当たって､竹原善一郎教授にご執
筆戴き､対照的な研究開発の有り様を面白く拝読しました｡｢研究室便り｣として､新任の三宅孝
典教授に機能物質工学研究室についてご紹介戴きました｡｢学生の窓｣では資源循環工学研究室と

反応システム工学研究室の学生にご執筆戴きました｡｢卒業生に聞く｣は､昨年3月開催の卒業生
懇談会の議事録に換えさせて戴きました｡ご出席にの卒業生の皆さんには貴重な意見を賜り有り
難う御座いました｡

ご多忙中､御執筆戴いた方々や広告掲載会社の皆様に厚く御礼申し上げます｡さらに､皆様の
益々のご発展とご健康をお祈り申し上げます｡

本学科のHPアドレス [ww .cheng.kansai-u.ac.jp]
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理 化 学硝 子 器

赤尾 理化城 器

赤 尾 雄 一

〒606-0081 京都市左京 区上高野畑町39-10

T E L (075)70 1- 2 7 2 9

FA X (075)70 1- 2 7 4 0
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測定対象ごとの最適Ⅹ線回折測定手段を提供-

株式会社 トライ ･エスイー
TRY-SECo‥Ltd.主製品

単結晶の方化汎定と解UTr･ラウエカメラ ラウエ結晶方位解析システム
ut=払方付設ii'･研磨ジグ/ゴニオメータ

物田の環境変化汎定 :ガス雰脚気洲旋 試料加熱 ･冷却汎定 試料ホルダー
粉末X線rL･7折データ解qr:JCllDSデータベ-ス 物23のri7)kJ解qTrシステム
基本袋田 :X#Ltrl折出田

X穀先生装逝X線管 (回lJfX扱管 虫光X線㌍)
モノクロメータ X線検出鞘 X線計数r汁
イメージングプレー ト2次元画像測定浪lTJ
X崩主管冷却用循環送水装Jm

事業所 大阪市淀川区木川東3- 5- 21第 3丸善ビル
TEL06-6368-5)35FAX06-6368-5136 E-malltry-se@lり･-SeCOJP

MⅠZUKEN npdIi'lqHwI.'fpd**mmbb9XS';24,;水を科学する<業務内容>
O水N .スす.農業.iq.棚 のガ一昨一周賃'
Oタイオ手シこう肝.帆 ′ぞユ′のガ一昨一館
OLFd,77色スメンF.Rと′申榔
0,.'aI///.,草好 .m/好首の一晩財.MjF

◇雌 Gitamu".MI.柑 株式会社 総合完研究所

〒590-0984大阪府堺市神南辺町 1丁4-6
teI:(0722)24-3532(代)

fax:(0722)24-3257

株式会社 小 倉 理 化

〒574-0017大阪府大東市津の辺町2番16号

TEL.072-876-5464FAX.0721877-0190
072-879-0932

E-mai一info@ogurarika.co.jp

匡 当

KINGWork■sCo.,Ltd
弗素樹脂 のパイオニア

株式会社 キング製作所

代表取締役 稲 垣 允 久
本 社 吹田市泉町 5丁目13番 9号

〒564-0041TEL(06)6389-4176(代) FAX(06)6387-3049
滋朱営業所 溢 al県 彦 根 市 平 田 町421NASUlビル206号
〒522-0041TEL(0749)22-6606 FAX(0749)22-5245

URL-http//… W.king-works.co.JP E一mall,kpf-klng@JC･biwa･neJP
滋*官兼所 E-mail:軸Iklng@chive.ocn.ne.jp



平成13年度会計報告
(平成13年 4月 1日-平成14年 3月31日)

化学工学科同窓会
(収入の部)

費目 予算 実行 差額

前 期 繰 越 金 2,891,325 2,891,325 00入 会 金 100,000 100,000

会 費 600,000 573,000 27,000
銀 行 利 子 5,000 3,785 1,215

広 告 費 0 70,000 △ 70,000

費目 予算 実行 差額

総 会 費 10,000 10,000 043,200会 報 費 550,000 5(派,800
事 務 費 10,000 1,437 8,563

通 信 費 10,α)0 1,330 8,670
卒 業 記 念 品 70,000 55,550 14,450

人 件 費 259,200 297,400 △ 38,200
経 費 5,000 0 5,α)0
郵 便 払 出 料 金 0 470 △ 470

ノ｣､計 914,2(刀 872,987 41,213
次年度繰越金 2,682,125 2,765,123 △ 82,998

平成13年度化学工学科同窓会会計監査報告
平成13年度の化学工学科同窓会の会計報告書に従って､金銭出納帳について慎重に会計監査を

行った結果､平成13年度化学工学科同窓会会計の運用状況は厳正かつ正確であ り､その記述内容に

相違がないことを認めます｡

平成13年度化学工学科 同窓会会計監査委員 飯 田 義 彦

阪 元 勇 輝

平成14年度 予算案
(平成14年 4月1日-平成15年 3月31日)

化学工学科 同窓会

収入 金額 支出 金額

前 期 繰 越 金 2,765,123 総 会 費 10,(氾0
入 会 金 101,α)0 会 報 費 550,000
会 費 600,(氾0事 務 費 10,α)0
銀 行 利 子 4,000 通 信 費 10,CK)0

広 告 費 50,000 卒 業 記 念 品人 件 草雑 費次 年 度 繰 越 金 70,∝沿259,2005,(泊02,605,923

*入 会 :学部卒生 101名
人会率 :101/134名 73.37%


